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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

富
山
県
知
事
中

田

幸

吉

県
民
の
み
な
さ
ん
、

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

希
望
に
み
ち
た
新
春
を
迎
え
、
心
か
ら
お
喜
ぴ
申
し
あ
げ
ま
す
。

私
は
、
県
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
付
託
さ
れ
ま
し
た
県
政
の
責
任
の
重
大

き
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
県
民
の
生
活
と
福
祉
の
向
上
に
一
層
の
努
力

を
傾
注
す
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

今
年
は
、
県
民
待
望
の
北
陸
新
幹
線
の
着
工
、
北
陸
自
動
車
道
の
富
山

|
小
杉
聞
の
開
通
、
国
立
富
山
医
科
薬
科
大
学
の
開
学
な
ど
を
よ
り
一
層

強
力
に
推
進
し
、
本
県
の
産
業
経
済
の
発
展
に
寄
与
い
た
し
た
い
と
思
い

ま
す
。昭

和
五
十

一
年
二
月
に
は
、

冬
季
ス
ポ
ー
ツ
の
華
で
あ
る

国
体
」
が
「
立
山
に
美
と
力
と
友
情
を
」
を
テ

l
マ
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

県
民
挙
げ
て
の
御
協
力
に
よ
り
成
功
さ
せ
た
い
も
の
と
念
願
い
た
し
て

「
お
お
や
ま

みんなの県政
1975・|

お
り
ま
す
。

私
は
、
知
事
就
任
以
来
愛
と
繁
栄
の
県
政
の
実
現
を
高
く
掲
げ
、

一
歩

一
歩
着
実
に
推
進
し
て
ま
い

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
「
明
る
く
住
み

よ
い
富
山
県
」
実
現
の
た
め
誠
心
誠
意
精
進
す
る
こ
と
を
お
誓
い
し
、
県

民
の
み
な
さ
ん
の
絶
大
な
御
協
力
と
御
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
、

-もくじ

.表紙せつめい・

専念寺の傘松

この名ガ特長を示しているよう

に割合低い黒松で、幹の低いとこ

ろから多くの枝を出し、 それガ長

蛇のように地上近くはいひろガっ

ている。

枝のひろガりは16メ トルにお

よんでいる。

享保2年(1717)旅の{曽ガ菩提の

だめ檀えだものと伝えられている。

富
山
県
民
が
待
望
し
て
い
だ
富
山
市

金
泉
寺
|
高
岡
市
四
ツ
屋
間
二
四
・
八

キ
ロ
の
国
道
八
号
バ
イ
パ
ス
全
線
が
開

通
し
ま
し
だ
。

バ
イ
パ
ス
の
建
設
の
目
的
は
.富
山
、

高
岡
新
産
都
市
計
画
の
一
端
を
担
い
、

変
通
輸
送
力
の
増
大
と
沿
線
地
域
開
発

の
促
進
を
図
る
も
の
で
す
。

こ
の
バ
イ
パ
ス
完
成
に
よ
っ
て
富
山
、

高
岡
聞
は
三

O
分
か
ら
三
五
分
で
快
走

で
き
る
よ
う
に
な
り
現
国
道
八
号
を
走

行
す
る
よ
り
二
五
分
の
短
縮
が
は
か
ら

れ
ま
す
。
さ
ら
に
富
山
市
側
は
新
庄
地

内
か
ら
市
中
に
か
け
て
の
混
雑
が
緩
和

さ
れ
高
岡
市
側
も
こ
れ
ま
で
ネ
ッ
ク
と

な
っ
て
い
た
高
伏
道
路
を
バ
イ
パ
ス
が

ま
だ
ぎ
四
ツ
屋
へ
抜
け
る
よ
う
に
な
つ

だ
だ
め
、
車
の
流
れ
が
ス
ム
ー
ズ
に
な

り
ま
し
た
。
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待望の国道8号
富山・高間バイパスが開通

15万

掛川
N
U
UM願

寺
川

富山高岡バイパス平面図

富
山
県
に
は
五
つ
の
一
般
国
道
が
あ

っ
て、

道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
か
な
め
を
形
成
し
て

お
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
で
も
特
に
国
道
八

号
は
、
県
内
を
東
西
に
縦
走
す
る
大
動
脈

で
す
。

国
道
八
号
は
、
新
潟
か
ら
京
都
に
至
る
延

長
五
六
六
日
の
元
一
級
国
道
で
、
古
く
か
ら

北
陸
街
道
の
名
で
親
し
ま
れ
、
新
潟
地
方
や

関
西
方
面
を
結
ぶ
基
幹
道
路
と
し
て
利
用
さ

れ
る
と
共
に
、
私
た
ち
県
民
の
通
勤
、
通
学
、

買
物
な
ど
の
日
常
生
活
を
支
え
る
生
活
道
路

と
し
て
も
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

最
近
の
モ
ー
タ
リ
ゼ
l

シ
ョ
ン
の
急
速
な

発
展
に
伴
い
、
自
動
車
交
通
量
は
増
加
の
一

途
を
た
ど

っ
て
い
ま
す
。
国
道
八
号
も
富
山

市
内
で
一
日
当
り
三
万
台
近
い
交
通
量
と
な

り
非
常
に
混
雑
し
て
い
る
ば
か
り
か
、
交
通

事
故
が
最
も
多
く
発
生
し
て
い
る
状
況
で
す
。

こ
の
よ
う
な
交
通
難
を
抜
本
的
に
打
開
す

る
た
め
、
富
山
市
金
泉
寺
か
ら
高
岡
市
四
ツ

屋
ま
で
の
区
間
に
つ
い
て
、
延
長
二
四

・
八

日
、
幅
四
車
線
の
い
わ
ゆ
る
富
山
高
岡
バ
イ

パ
ス
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

富
山
高
岡
バ
イ
パ
ス
の
建
設
は
、
用
地
買

収
が
昭
和
四
二
年
度
か
ら
富
山
県
が
協
力
し

富
山
高
岡
バ
イ
パ
ス
の
計
画
概
要
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富山高岡ノ《イパスの一部開通前と後の交通量変化
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富山高岡バイパス標準断面図

7，000 

車道(2車線)

全体計画

7.000 

車道(2車線)

11.250 

7，000 

車道(2車線)

注(1)一部開通区聞は、豊田一江尻聞の20km

(2)観測日・・・前は昭和48年 7月16日

後は昭和48年 8月22日

(3)交通量・ー( )内は一部開通前のもの
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戸H

今回の 2車線開通部分一一寸

て
始
め
ら
れ
、
本
工
事
は
昭
和
四
十
三
年
度

か
ら
建
設
省
に
よ
っ
て
着
工
さ
れ
ま
し
た
。

工
事
施
工
方
法
と
し
て
は
段
階
施
工
方
式

が
採
用
さ
れ
、
ま
た
全
線
を
一
日
も
早
く
開

通
さ
せ
る
た
め
、
前
期
計
画
と
し
て
、
全
体

四
車
線
の
う
ち
暫
定
的
に
片
側
二
車
線
部
分

(
下
リ
線
)
の
み
が
先
行
施
工
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
四
十
六
年
四
月
に
は
鏡
宮
1

江
尻
間

五
・三
昨日
の
部
分
開
通
を
手
始
め
に
、
昭
和
四

十
七
年
十
一
月
と
十
二
月
に
は
稲
積
i
鏡
宮

間
二
・
六
日
と
豊
田
j
小
白
石
間
一

0
・
0
日

か
順
次
供
用
開
始
さ
れ
、
更
に
、
昭
和
四
十
八

年
七
月
に
は
小
白
石
1

稲
積
間
二
・
一

日
が

開
通
し
、
実
質
的
に
富
山
1
高
岡
を
結
ぶ
よ

う
に
な
っ
た
た
め
バ
イ
パ
ス
を
利
用
す
る
事

が
多
く
な
り
交
通
量
が
い

っ
き
ょ
に
三
、

0

0
0台
i
五、

0
0
0台
も
増
え
、
そ
の
分

だ
け
現
八
号
や
魚
津
氷
見
線
な
ど
の
交
通
が

ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
て
、
富
山
市
、
新
湊
市
、

小
杉
町
、

高
岡
市
な
ど
の
交
通
渋
滞
緩
和
に

大
変
役
立
つ
こ
と
に
な
リ
ま
し
た
。
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昭
和
四
十
九
年
十
二
月
十
七
日
に
、
待
望

の
富
山
市
金
泉
寺
か
ら
高
岡
市
四
ツ
屋
ま
で

の
全
線
二
四

・
八
日
が
二
車
線
で
開
通
し
ま

l
ν
h
~
。

そ
し
て
、
富
山
高
岡
バ
イ
パ
ス
は
、

次
の

よ
う
な
大
き
な
役
割
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

市
l
ム

富
山
市
や
高
岡
市
に
用
事
の
な
い
車
が

バ
イ
パ
ス
を
通
過
す
る
こ
と
に
よ
り
交
通
の

流
れ
が
分
散
す
る
た
め
、
富
山
高
岡
周
辺

の
交
通
渋
滞
が
大
変
緩
和
さ
れ
る
よ
、つに

介品
川リ

±AF--v
わ~
。

ω
富
山
高
岡
バ
イ
パ
ス
は
、
射
水
平
野
の

田
園
地
帯
を
走
る
幅
の
広
い
道
路
で
、
、
王

要
な
道
路
と
立
体
一交
差
す
る
こ
と
か
ら
市

街
地
を
通
っ
て

い
る
現
八
号
に
比
較
し
て

約
二
五
分
の
時
間
短
縮
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。

ω
道
路
構
造
の
面
か
ら
は
、
歩
道
、
車
道
、

除
雪
帯
、
バ
ス
停
車
帯
、
交
差
点
処
理
な

ど
に
つ
い
て
安
全
性
が
高
く
雪
に
強
い
設

計
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ω
富
山
新
港
工
業
地
帯
を
中
心
と
す
る
富

山
高
岡
新
産
業
都
市
圏
の
輸
送
量
増
大
に

5 

対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ω
バ
イ
パ
ス
沿
道
地
域
の
有
効
な
開
発
を

助
け
て
い
ま
す
。

富
山
高
岡
バ
イ
パ
ス
は
、
昭
和
四
十
一
年
着

手
以
来
九
年
間
の
歳
月
と
一

一
四
億
円
の
事

業
費
を
投
じ
て
、

一
応
暫
定
二
車
線
で
二
四

-
八
日
の
全
線
開
通
を
み
、
富
山
高
岡
圏
の

交
通
緩
和
と
地
域
開
発
に
大
き
な
役
割
を
果

す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
引
続
き

四
車
線
全
部
の
早
期
完
成
を
め
ざ
し
て
、
建

設
工
事
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。



県
の
道
路
除
雪
計
画
は
、
県
下
の
除
雪
延

長
を
、
去
年
よ
り
八
二

・
二
キ
ロ
増
や
し
、

機
械
力
、
す
な
わ
ち
除
雪
用
グ
レ
ー
ダ
ー
や
、

除
雪
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

除
雪
計
画
道
路
は
、
県
の
管
理
道
路
の
七

八

・
一
計
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

除
雪
の
目
標
と
し
て
、
県
内
の
主
要
幹
線

道
路
を
主
体
に
、
隣
県
に
も
関
係
あ
る
国
道
、

市
町
村
道
と
の
連
絡
道
路
、
物
資
の
輸
送
、

民
生
の
安
定
の
た
め
の
重
要
な
路
線
な
ど
に

つ
い
て
、
交
通
量
、
道
路
状
況
な
ど
を
考
え

て
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
一
日
一
、

0
0
0台
以
上

の
交
通
量
の
あ
る
道
路
に
つ
い
て
二
車
線
以

上
の
幅
員
確
保
が
出
来
る
よ
う
に
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
下
五
カ
所
の
観
測
点

で
豪
雪
基
準
に
達
し
た
と
き
の
異
常
時
で
も

降
雪
か
ら
五
日
以
内
に
は
二
車
線
を
確
保
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

一
日
五
O
O
台
か
ら
一
、

0
0
0台
の
交

通
量
の
あ
る
道
路
に
つ
い
て
も
、
二
車
線
の

幅
員
確
保
を
原
則
に
し
ま
す
が
、
状
況
に
よ

っ
て
は
、

一
車
線
と
し
て
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
待
避
所
を
設
け
る
な
ど
、
交
通
の
安
全
を

図
っ
て
行
く
考
え
で
す
。

こ
の
た
め
十
二
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一

日
ま
で
県
に
除
雪
対
策
本
部
を
お
き
、
市
町

~ 

こ
の
冬
は
、
去
年
よ
り
六
日
早
く
県
内
の

山
間
部
を
始
め
平
野
部
の
一
部
に
も
初
雪
を

み
ま
し
た
。
下
新
川
郡
の
一
部
で
は
除
雪
車

も
出
動
し
ま
し
た
。

去
年
は
、
前
、
前
々
年
に
比
べ
て
降
雪
が

多
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
と
し
の
冬
も
周
期

的
な
寒
波
の
襲
来
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
冬
将

軍
を
迎
え
る
た
め
、
除
雪
機
械
の
ウ
ォ
ー
ミ

ン
グ

・
ア
ッ
プ
も
終
り
ま
し
た
。

道
路
の
整
備
が
進
む
と
と
も
に
、
自
動
車

輸
送
に
よ
る
産
業
活
動
も
広
域
化
さ
れ
て
、

県
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
様
態
も
大
い
に
変
っ

て
来
ま
し
た
。
通
勤
・
通
学
等
そ
の
範
囲
も

拡
大
さ
れ
て
、
生
産
活
動
を
含
め
て
民
生
の

安
定
を
図
る
上
か
ら
も
、
除
雪
に
よ
る
交
通

確
保
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

道
路
の
無
雪
化
の
た
め
、
現
在
、
ロ
ー
ド

・

ヒ
l
テ
ィ
ン
グ
、
消
融
雪
パ
イ
プ
の
敷
設
な

ど
の
道
路
が
県
内
各
地
に
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
種
の
施
設
は
、
電
力
、
地
下
水
な
ど
の

利
用
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
資
源
的

に
も
限
界
が
あ
っ
た
り
、
工
事
費
、
維
持
管

理
費
が
高
つ
く
な
ど
、
普
及
に
は
ま
だ
ま
だ

問
題
が
あ
り
そ
う
で
す
。
一
方
、

他
の
消
融

雪
装
置
に
し
て
も
い
ろ
い
ろ
と
必
要
条
件
が

あ
っ
て
、
県
内
す
み
ず
み
ま
で
普
及
と
い
う

わ
け
に
は
行
か
ず
、
生
活
に
密
着
し
た
道
路

は
、
可
能
な
か
ぎ
り
除
雪
機
械
に
た
よ
ら
ざ

る
を
得
な
い
わ
け
で
す
。

巴

村
や
民
間
の
協
力
を
得
る
と
と
も
に
、
気
象

台
な
ど
と
密
接
な
連
絡
を
と
り
な
が
ら
除
雪

対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
ス
ノ
ー
ポ
ー
ル
の
設
置
、
運
搬

排
雪
の
迅
速
化
、
除
雪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
除

雪
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
駆
使
し
て
、
有
効
適

切
な
活
動
を
進
め
ま
す
。

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

除
雪
の
効
果
的
運
営
を
図
る
た
め
、
次
の

こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

O

市
街
地
や
人
家
の
除
雪
は
、
交
通
上
は

も
ち
ろ
ん
治
安
、
消
防
上
か
ら
も
極
め
て

重
要
で
す
。
た
だ
し
、
屋
根
の
雪
お
ろ
し

の
後
始
末
が
不
十
分
で
す
と
、
除
雪
機
械

や
消
防
車
の
運
行
を
不
能
に
す
る
の
で
、

後
始
末
の
励
行
に
組
織
的
な
協
力
を
し
て

下
さ
い
。

O

路
上
駐
車
や
障
害
物
の
路
上
放
置
は
、

雪
が
か
ぶ
る
と
わ
か
り
に
く
く
な
り
、
除

雪
機
械
な
ど
の
さ
ま
た
げ
に
な
り
、
車
も

損
傷
し
ま
す
の
で
、
車
庫
や
適
当
な
空
地

に
置
い
て
下
さ
い
。

フ

。
側
溝
や
沿
道
用
水
な
ど
は
、
流
雪
溝
と

し
て
活
用
さ
れ
る
の
で
、
計
画
的
排
雪
を

。
考
え
て
下
さ
い
。

歩
道
の
除
雪
は
、
残
念
な
が
ら
良
い
も

の
が
開
発
さ
れ
て
お
ら
ず
、
機
械
除
雪
は

出
来
な
い
の
で
、
県
民
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。



在
校
生
の

学
校
行
事
の
体
験

5
年

T
M
児

今
年
の
夏
休
み
は
、
家
族
と
は
な
れ
、
病
気

を
持
つ
友
達
と
い
っ
し
ょ
に
療
養
し
な
が
ら
お

く
り
ま
し
た
。
行
事
の
前
や
最
中
に
発
作
が
起

き
て
、
大
へ
ん
残
念
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

初
め
て
経
験
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
楽
し
い
思

い
歩
「
レ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
僕
を
元
気
づ
け
、
う
き
う
き

さ
せ
て
く
れ
た
も
の
は
、
二
か
月
ぶ
り
に
寸
き

た
二
泊
三
日
の
帰
省
生
ま
れ
て
初
め
て
味
わ

っ
た
野
外
料
理
と
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
の

サ
マ
l
ス
ク
ー
ル
。
病
気
や
い
や
な
こ
と
を
忘

れ
さ
せ
て
く
れ
た
人
形
劇
。
思
い
き
り
笑
っ
た

ゆ
か
い
な
映
写
会
な
ど
で
し
た
。

と
く
に
、
サ
マ
|
ス
ク
ー
ル
は
、
夏
休
み
に

入
る
前
か
ら
楽
し
み
に
し
て
き
た
一
つ
で
し
た
。

い
よ
い
よ
本
番
の
と
き
、
自
分
た
ち
が
作
っ
た

料
理
を
食
べ
あ
っ
た
り
、
夜
、
火
を
か
こ
ん
で

歌
を
歌
っ
た
り
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
お
ど
っ

た
り
し
た
こ
と
は
、
今
も
、
目
に
あ
ざ
や
か
に

う
つ
り
、
と
っ
て
も
た
の
し
い
夏
休
み
で
し
た
。

日の生活
学校

教 室

検温 ・自由時間

12:0 
PM 
1 :0 

2 :0 

:0 

4 :0 

5 : 0 

6 : 0 

教
育
内
容

学
校
の
教
員

普
通
の
小
学
校

・
中
学
校
に
準
じ
た
教
育
を
実

施
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
養
護
学
校
は

病
気
で
学
校
へ
ゆ
け
ず
に
病
院
へ
入
院
し
て
い
る
子

供
た
ち
に
、
療
養
し
な
が
ら
勉
強
し
て
い
た
だ
く
施

設
で
す
。

と
か
く

病
気
の
子
ど
も
は
、
過
保
護
に
育
て
ら
れ
、

休
み
が
ち
と
な
り
ま
す
。

学
校
も

そ
の
た
め

病
気
の
回
復
や
、
学
習
進
度
の
お
く
れ
が
司
目
立
っ

て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

心
理
的
な
あ
せ
り
ゃ
、
情
緒
不
安
が
生
じ
、

メ
ー
ジ
を
も
っ
子
ど
も
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

暗
い
イ

B 

そ
ニ
で

こ
の
学
校
で
は
、
隣
接
の
国
立
富
山
病
院
と
一
体
と

な
っ
て
同
病
院
に
入
院
治
療
を
し
て
い
る
小
・
中
学

生
に
対
じ
て
、
規
則
正
し
い
生
活
と
学
習
を
さ
せ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
病
気
の
克
服
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

今
で
は

み
ん
な
明
る
い
笑
顔
を
と
り
も
ど
し

た
の
し
い
充

実
し
た
毎
日
を
お
く
っ
て
い
ま
す
。

な
お
小
児
慢
性
疾
患
に
は

ぜ
ん
そ
く
、
心
臓
病
、
腎
臓
病
、
ネ
フ
ロ

l
ゼ、

ュ
l
マ
チ
熱
、
血
友
病
、
呼
吸
器
疾
患
等
が
あ
り
ま
す
。

※指定された小児慢性疾患のお子さんは、入院費、食費は全

額無料です。なお食事は、病種によって病院の栄養士が献立し、

食堂で給食をします。

就寝 ・消灯

7 : 0 

8 :0 

9 : 0 

普
通
小
学
校

・
中
学
校
の
教
育
経
験
の
豊
か
な

教
師
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

健
康
を
保
つ
た
め
に
必
要
な
知
識

・
技
能

・
態

度
お
よ
び
習
慣
の
育
成
に
つ
と
め
ま
す
。

全
快
し
た
場
合

病
気
を
克
服
し
、
明
る
く
生
き
る
強
い
意
志
の

育
成
を
は
か
り
ま
す
。

も
と
の
学
校
に
復
帰
で
き
る
こ
と
が
原
則
で
す
。

(
現
在
中
学
生
一
名
、
小
学
生
二
名
が
復
帰

し
て
い
ま
す
)

こ
の
学
校
で
小
学
校

・
中
学
校
課
程
の
卒
業
も

で
き
ま
す
。

(
ぜ
ん
そ
く
の

子
を
も
っ
て
)

中

|

父

兄

寝
静
ま
っ
た
夜
、
ま
だ
小
さ
な
何
も
わ
か
ら

な
い
こ
の
子
が
、
毎
夜
の
ご
と
く
息
苦
し
く
せ

き
込
む
の
を
、
ど
う
し
て
や
る
こ
と
も
で
き
ず
、

た
だ

「早
く
静
か
に
お
さ
ま
り
ま
す
よ
う
に
L

と
祈
り
な
が
ら
何
年
眺
め
て
来
た
こ
と
だ
ろ
う
。

小
学
校
へ
行
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
、
毎

夜
続
く
発
作
の
た
め
、
友
達
が
学
校
に
行
く
頃

に
は
、
疲
れ
切
っ
て
ぐ
っ
す
り
寝
て
し
ま
う
。

「
先
生
、
今
日
も
休
ま
せ
て
下
さ
い
:
:
;
と
L

。

一
年
間
に
、
何
日
登
校
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
の
う
ち
に
だ
ん
だ
ん
友
達
の
楽
し
そ
う
な

登
下
校
の
様
子
を
家
の
中
で
眺
め
て
い
た
こ
の

子
は
、
心
な
し
か
一
日
一
日
暗
く
沈
ん
で
い
く

よ
う
な
気
が
し
て
き
だ
。
私
達
家
族
の
も
の
は

「何
と
か
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
」
と
、
あ
せ
り

出
し
、
い
ろ
い
ろ
と
手
を
つ
く
し
ま
し
た
。

四
月
か
ら
、
医
療
を
受
け
な
が
ら
学
習
が
出

来
る
学
校
が
新
設
さ
れ
る
と
聞
い
て
、
す
ぐ
申

し
込
み
ま
し
た
。
入
院
入
学
の
許
可
を
も
ら
っ

た
時
の
う
れ
し
さ
は
言
語
に
つ
く
せ
ま
せ
ん
。

病
院
の
先
生
、
看
護
婦
さ
ん
、
学
校
の
先
生

方
の
て
い
ね
い
な
御
指
導
の
お
蔭
で
、
今
で
は

日
一
日
と
病
状
も
よ
く
な
り
、
時
折
お
こ
る
発

作
に
も
、
あ
る
程
度
打
ち
勝
つ
自
信
を
持
っ
た

こ
の
子
を
見
る
に
つ
け
、
家
族
共
々
明
る
さ
を
と

り
も
ど
し
希
望
に
胸
ふ
く
ら
ま
せ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
看
護
婦
さ
ん
や
先
生
方
に
御

迷
惑
を
か
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
た
だ
、

全
快
す
る
ま
で
よ
ろ
し
く
た
の
み
ま
す
と
頭
を

下
げ
る
ば
か
り
で
す
。

g 

父
兄
の
声



富
山
市

空から拝見

富
山
平
野
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
す
る
富
山
市
|
|
。

東
西
に
国
道
八
号
線
が
走
り
、
南
北
に
四
十
一
号
線
が
伸
び
、
ま
ち
な
み
が
つ
づ
き
、

み
ど
り
の
田
園
が
広
が
っ
て
い
る
。
そ
の
中
を
ぬ
っ
て
、
神
通
川
・
常
願
寺
川
の
二
大
河

川
が
ゆ
っ
た
り
と
富
山
湾
に
そ
そ
い
で
い
る
。

豊
か
な
水
が
土
地
・を
う
る
お
し
、
工
業
を
起
こ
し
、
古
く
か
ら
北
陸
の
中
核
都
市
と
し

て
、
産
業
・
経
済
に
大
き
な
発
展
を
と
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
観
光
都
市
を
め
ざ
し
、
呉

羽
山
・
城
山
一
帯
の
開
発
と
、
立
山
・
黒
部
観
光
ル
ー
ト
基
地
。
富
山
。
の
イ
メ
ー
ジ
づ

く
り
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

昨
年
末
に
は
国
道
八
号
線
バ
イ
パ
ス
が
開
通
し
、
待
望
の
北
陸
自
動
車
道
の
建
設
も
急

ピ
ッ
チ
で
す
す
め
ら
れ
て
お
り
、
開
け
ゆ
く
日
本
海
時
代
に
そ
な
え
、
い
ま
、
北
陸
新
幹

線
の
早
期
着
工
、
医
科
薬
科
大
学
の
誘
致
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。



県
政
パ
ス

ふ
る
さ
と
パ
ス

「
今
後
も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」
「
コ
ー
ス
に
よ

っ
て
は
参
加
し
た
い
」
と
す
る
方
々
が
参
加

者
全
体
の
九
七
・
五
軒
。
内
容
に
つ
い
て
も

「
実
に
よ
か
っ
た
」
「
ま
あ
ま
あ
だ
っ
た
」
と

乗
車
の
感
想
を
肯
定
す
る
人
が
参
加
者
全
体

の
九
七
・
五
軒。

ニ
れ
が
、
県
政
パ
ス
・
ふ
る
さ
と
パ
ス
教

女
申
込
み
満
員

う
れ
し
い
悲
鳴

ー
県
政
パ
ス
教
室

l

県
政
パ
ス
教
室
は
、
県
民
の
方
々
に
県、

そ
の
他
の
公
共
施
設
を
見
学
し
て
も
ら
い、

県
政
に
つ
い

て
の
正
し
い
理
解
と
関
心
を
も

っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
県
政
に
対
す
る
意

見
、
要
望
な
ど
を
お
聴
き
す
る
た
め
に
は
じ

め
た
も
の
で
、
今
年
で
五
年
目
に
な
り
ま
す
。

当
初
は
、
運
行
台
数
も
す
く
な
く
、
年
間
六

台
ぐ
ら
い
で
し
た
が
、
皆
様
方
の
好
評
に
支

え
ら
れ
、
逐
年
運
行
台
数
の
増
加
を
見
て
ま

い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
ま
だ
に
申
込
ん

で
も
満
員
で
利
用
出
来
な
い
と
い
う
苦
情
も

え
ず
、
関
係
者
一
同
う
れ
し
い
悲
鳴
を
あ

施設では、係員がわかりやすくていねいに説明します

げ
て
お
り
ま
す
。

乗
車
さ
れ
る
方
々
は
、
全
般
的
に
ご
婦
人
、

ご
老
人
が
多
い
の
で
す
が
、
こ
う
し
た
片
寄

り
を
防
ぐ
た
め
、
本
年
は
と
く
に
夏
休
み
期

間
を
「
親
子
パ
ス
教
室
」
と
「
小
中
学
生
パ

ス
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
次
代
を
に
な

う
子
供
た
ち
ゃ
お
母
さ
ん
た
ち
か
ら
、
「
勉
強

に
な
っ
た
」
と
か
「
親
子
で
対
話
の
時
を
も

て
て
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
喜
び
の
声
が
と

ど
い
て
い
ま
す
。

*
社
会
福
祉
に
高
い
関
心

「
見
学
し
て
施
設
が
と
と
の
い
思
っ
た
よ
り

明
る
い
感
じ
で
安
心
し
た
」

「
社
会
復
帰
を
願
っ
て
努
力
し
て
い
る
姿
が

印
象
的
で
あ
っ
た
」

な
ど
、
み
な
さ
ん
は
、
老
人
ホ
ー
ム
や
高
志

学
固
な
ど
の
社
会
福
祉
施
設
が
最
も
印
象
的

で
あ
っ
た
と
し
て
い
ま
す
。

一
方
子
供
た
ち

ふ
み
、「

本
が
多
く
、
近
代
的
で
あ
る
し

「
精
密
な
機
械
が
沢
山
あ
っ
て
、
一
生
懸
命

働
い
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
あ
っ
た
」

「
知
事
と
写
真
が
と
れ
て
よ
か
っ
た
L

な
ど
、

図
書
館、

八ム
害
セ
ン
タ
ー
、
県
庁
の
感
想
を

述
べ
て
い
ま
す。

室
開
催
に
伴
う
総
ま
と
め
で
す
・
・:・
・。

本
年
も
、
木
々
の
若
芽
が
息
づ
く
四
月
か

ら
、
秋
の
日
ざ
し
に
紅
葉
が
真
赤
に
映
え
る

一
O
月
ま
で
、
県
政
パ
ス
一
一
四
台
、
ふ
る

さ
と
パ
ス
三
四
台
計
一
四
八
台
を
運
行
し
、

大
勢
の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

そ
の
様
子
を
誌
上
で
紹
介
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

ぜひ参加 し コース参に加よ
参な加いしたくつては 回答なしたい

したい
今教し室後たもパス

に参か加、，、

45.8% 51.7% 1.6% 0.9% 

実たによかっ まあまあだ
期1::，'待はずれ

った った 回答なし
パス教室はの
コースど
うであった
1)' 

76.3% 21.6% 0.8% 1.3% 

12 

こ
の
よ
う
に
、
か
百
聞
一
見
に
し
か
ず
。
、

実
際
に
税
金
の
使
途
や
県
勢
の
発
展
を
目
に

し
て
、
非
常
に
よ
く
わ
か
り
県
政
を
身
近
か

に
感
じ
た
と
す
る
評
価
が
圧
倒
的
で
、
所
期

の
目
的
を
十
分
達
し
得
た
と
、
喜
ん
で
お
り

ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
要
望
に
呼
応
し
て
、
更
に

充
実
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

安
楽
し
い
郷
土
の
再
発
見

ー
ふ
る
さ
と
パ
ス
教
室

l

ふ
る
さ
と
パ
ス
教
室
は
、
昨
年
富
山
県
が

で
き
て
九

O
年
に
な
る
の
を
記
念
し
て
、
は

じ
め
た
も
の
で
す
。
県
内
の
豊
か
な
自
然
や

13 

貴
重
な
文
化
財
を
県
民
の
み
な
さ
ん
に
紹
介

す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
郷
土
の
再
認
識
を
は

か
り
、
み
ん
な
が
そ
の
発
展
の
歴
史
と
先
達

の
気
概
や
努
力
を
思
い
起
し
、
力
を
あ
わ
せ

て
置
県
一

O
O年
に
む
か

つ
て
一
段
と
飛
躍

さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、
こ
の
パ
ス
教
室
の
コ

l
ス
は
、

四
季
折
々
、
県
内
で
最
も
美
し
い
所
や
重
要

文
化
財
の
あ
る
場
所
へ
案
内
す
る
よ
う
設
定

し
て
あ
り
ま
す
。

女
あ
る
日
の
同
乗
記

O
月
O
日
、
春
ま
だ
き
ブ
ナ
坂
に
パ
ス
を



「
県
政
パ
ス
で
も
神
社
、
仏
閣
の
見
学
を
し

た
し
」

「
小
学
生
以
下
の
同
伴
を
遠
庫
工
?
る
よ
う
」

「
子
供
の
ふ
る
き
と
パ
ス
が
あ
れ
ば
よ
い
」

な
ど
の
ご
要
望
も
あ
り
、
更
に
検
討
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

冬
季
1

お
お
や
ま
国
体
L

を
み
ん
な
の
力
で
成
功
さ
甘
副
司

国
民
体
育
大
会
の
沿
革

モ
デ
ル
国

体

「
富
山
」

民
泊
の
真
心
に
深
い
感
銘

第
十
三
回
国
体
は
、
昭
和
三
十
三
年
に

富
山
県
で
開
催
。
聖
火
は
富
山
の
象
徴

「立
山
」
の
頂
上
で
引
火
。
十
月
四
日
大

会
旗
が
前
年
大
会
県
静
岡
を
出
発
す
る
頃

は
、
富
山
県
内
の
国
体
受
入
れ
は
、
殆
ん

ど
完
了
。
県
民
の
国
体
意
識
は
次
第
に
燃

え
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。

十
月
十
一

日
猪
谷
橋
で
岐
阜
県
か
ら
引

き
継
が
れ
た
大
会
旗
は
、
各
市
町
村
選
り

す
ぐ
り
の
若
者
、
延
一
四
、
七
五

O
人
が

九
日
間
に
わ
た
っ
て
、
県
下
隅
な
く
リ
レ

ー
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
国
体
一
色
に

塗
り
つ
ぶ
き
れ
、
世
に
い
う
「
モ
デ
ル
国

体
」
、
「
民
泊
国
体
」
、
「
誠
意
の
国
体
L

は、

こ
の
間
に
深
く
根
を
お
ろ
し
て
い
た
の
で

あ
り
ま
す
。

第
十
一

回
か
ら
、
国
体
は
「
地
方
持
ち

」
と
い
う
原
則
に
た
っ
て
お
り
、
既

回

存
の
施
設
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
活
用
し
た
モ

デ
ル
国
体
「
富
山
国
体
」
は
、
十
月
十
九

日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の
五
日
間
、
天
皇
、

皇
后
両
陛
下
、
高
松
宮
殿
下
を
お
迎
え
し

て
、
全
国
の
代
表
が
熱
戦
を
繰
り
ひ
ろ
げ

た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
大
会
で
全
国
的
な
反
響
を
呼
ん
だ

の
は
、
何
と
い
っ
て
も
「
民
泊
」
で
し
ょ

う
。
そ
の
昔
、
兵
隊
さ
ん
た
ち
が
地
方
へ

出
て
演
習
を
す
る
と
き
に
、
そ
の
演
習
近

く
の
民
家
が
自
発
的
に
宿
を
提
供
し
た
よ

う
に
、
真
心
の
こ
も
っ
た
県
民
の
暖
か
い

「
民
泊
」
協
力
に
は
、
選
手
や
役
員
達
が
、

心
休
ま
る
憶
い
と
、
明
日
へ
の
鋭
気
が
養

な
わ
れ
る
と
あ
っ
て
、
た
い
へ
ん
喜
ば
れ
、

深
い
感
銘
を
与
、
ぇ
、
「
誠
意
の
国
体
」
と

も
い
わ
れ
、
実
に
大
き
な
成
果
を
お
さ
め

た
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
大
会
当
日
は
、
大
会
の
華
、
マ

ス
ゲ
ー
ム
も
、
日
本
民
謡
「
お
わ
ら
」
の

県知事 と記念撮影はよい想い出 に

す
す
め
、
探
鳥
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

パ
ス
道
路
だ
け
が
除
雪
さ
れ
、
あ
た
り
は

ま
だ
ス

ッ
ポ
リ
雪
の
中
に
と
ざ
さ
れ
て
い
ま

す
。
木
々
の
つ
ぼ
み
も
固
く
、
す
く
な
い
エ

サ
を
求
め
て
飛
び
交
う
小
鳥
の
鳴
声
が
、
つ

め
た
い
風
に
ま
じ
っ
て
、
さ
や
か
に
聞
こ
え

ま
す
。

オ
オ
ル
リ
、
ウ
グ
イ
ス
、
ヒ
ガ
ラ
、

ラ
、
ツ
ツ
ド
リ
:
:
:
な
ど
。

指
導
員
か
ら
、
そ
の
鳴
声
と
鳥
の
名
前
を

お
そ
わ
り
な
が
ら
、
ゆ

っ
く
り
雪
渓
の
上
を

渡
り
ま
す
。
足
元
か
ら
寒
気
が
し
の
び
よ
る

が
、
か
わ
い
い
鳴
声
と
可
憐
な
容
姿
は
私
達

の
心
を
と
ら
え
て
は
な
さ
な
い
。
息
づ
く
自

然
の
中
に
あ
っ
て
、
砂
ぼ
こ
り
を
あ
げ
る
パ

ス
道
路
だ
け
が
、
冷
酷
で
無
表
情
に
見
え
た

の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

安
ア
ン
ケ
ー
ト
・
直
接
県
政
に

県
政
パ
ス
の
運
行
に
は
、
県
政
に
つ
い
て

理
解
を
求
め
る
こ
と
と
県
民
の
声
を
聴
く
と

い
、
ュ
一
つ
の
目
的
が
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

今
ま
で
前
者
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、

後
者
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
実
施
し
ま

l
レ
わ
~
。

パ
ス
教
室
参
加
者
全
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
、
県
政
へ
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を

記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を

集
計
、
分
類
し
て
担
当
各
部
課
と
打
合
せ
を

そ
し
て
、
あ
な
た
と
県
政
を
む
す
び
、
よ

い
ご
意
見
、
ご
要
望
を
い
た
だ
い
て
、
更
に

県
政
繁
栄
の
糧
と
し
て
展
開
し
て
ま
い
り
た

(
そ
の
4

〉

一
糸
乱
れ
ぬ
優
雅
な
踊
り
の
展
開
を
中
心

に
、
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
、
婦
人

な
ど
が
、
工
夫
を
こ
ら
し
た
演
技
を
披
露

し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

ブ
ラ
ジ
ル
在
留
邦
人
選
手
団
も
初
参
加

し
て
の
選
手
、
役
員
団
の
堂
々
の
入
場
。

富
山
県
代
表
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
に
護
ら
れ
て

大
会
旗
が
、
続
い
て
立
山
ゆ
か
り
の
聖
火

を
捧
持
し
た
岩
川
県
体
協
副
会
長
が
、
フ

ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
の
響
き
わ
た
る
中
を
ひ
た

走
り
、
聖
火
台
に
火
は
移
さ
れ
た
の
で
あ

り
ま
す
。

時
々
の
雨
ふ
る
中
を

若
人
の

足
な
み
を
そ
ろ
え

す
す
む
お
お
し
き

天
皇
陛
下
の
御
歌
に
も
あ
る
よ
、
つ
に
、

聖
火
が
赤
々
と
燃
え
る
県
内
は
、
全
日
程

快
晴
と
は
い
え
な
か

っ
た
が
、
全
国
の
精

鋭
は
、
連
日
熱
戦
を
県
下
各
地
で
繰
り
広

げ
、
県
民
の
熱
狂
的
声
援
と
、
暖
か
い
情

行
い
、
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
要
望
が
、

県
政
に
反
映
す
る
よ
、
つ
積
極
的
な
連
絡
調
整

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
事
例
を
二
、
三
ご
紹

介
し
ま
し
ょ
う
。

コ
カ、、

九
月
一
八
日
乗
車
の
富
山
市
内
の
或
る

ご
婦
人
の
方
か
ら
、
清
水
町
一
丁
目
と
旭

町
の
交
差
点
に
信
号
機
を
設
置
す
る
よ
う

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
担
当
の

警
察
本
部
交
通
企
画
課
に
連
絡
し
、
検
討

し
て
も
ら

っ
た
結
果
、
明
春
一
月
に
設
置

す
る
目
途
が
つ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
八
月

一
二
日
乗
車
の
小
学
校
の
子
供
さ
ん
か
ら
、

学
校
前
を
ダ
ン
プ
カ
ー
が
沢
山
通
る
の
で

勉
強
が
出
来
な
い
と
い
う
訴
え
が
あ
り
ま

し
て
調
査
し
ま
し
た
が
、
適
当
な
う
回
路

が
な
く
ダ
ン
プ
カ
ー
等
の
通
行
禁
止
等
の

規
制
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
当
該
地
点

の
信
号
機
の
設
置
や
速
度
制
限
、
指
導
取
締

り
の
強
化
等
を
行
う
よ
う
に
措
置
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
社
会
福
祉
の
充
実
や
道
路
の
整

備
、
生
涯
教
育
の
推
進
な
ど
に
関
す
る
沢
山

の
ご
要
望
や
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
県
と
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
を
政
策
決

定
の
場
に
活
か
し
て
、
実
現
出
来
る
も
の
か

ら
実
施
し
た
い
と
努
力
し
て
い
ま
す
。

14 

女
あ
な
た
も
ど
う
ぞ

以
上
の
と
お
り
本
年
度
の
パ
ス
教
室
は
終

了
し
ま
し
た
が
、
な
お
、
み
な
き
ん
方
か
ら

い
と
思
い
ま
す
。

来
年
は
、

あ
な
た
も
是
非
ご
利
用
く
だ
さ

J

斗
山
に
美
と
力
と
友
情
と
L

愛
の
中
で
着
々
と
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
そ
の
前
九
月
十
四
日
か
ら
四
日

問
、
高
岡
市
民
プ

l
ル
で
開
催
さ
れ
た
夏

季
大
会
に
お
い
て
も
同
様
、
県
民

一
丸
と

な
っ
て
の
協
力
と
そ
の
成
果
は
、
い
ま
も

国
体
関
係
者
の
中
で
高
く
評
価
さ
れ
、
受

け
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

15 

さ
あ
H
H
H

お
お
や
ま
国
体
も

こ
の
感
激
が
、
思
い
出
が
、
い
ま
ま
た

す
ぐ
そ
こ
ま
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。

昭
和
五
十
一
年
二
月
、
第
三
十
一
回
国

民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
、

題
し
て
「
お
お
や
ま
国
体
」
が
、
大
山
町

の
極
楽
坂
、
粟
巣
野
両
ス
キ
ー
場
で
開
催

さ
れ
る
の
で
す
。
こ
の
国
体
で
、
夏
、
秋
、

冬
が
全
部
終
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

も
う
一
度
あ
の
感
激
を
再
現
す
べ
く
、
県

民
挙
っ
て
こ
の
冬
季
大
会
を
「
立
山
に
美

と
力
と
友
情
と
」
の
テ
ー
マ
に
あ
る
通
り
、

成
功
さ
せ
よ
、
つ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

寸
お
お
や
ま
国
体
L

は
昭
和
引
年
2
月



物価と家計簿警暴

i機

畿を

正月食昂の地域的特色清酒

関東

東海

中国

四国

近畿

北 陸

たい支出金額
の割合

(;主)支出金額の割合はB1l48年
2月、昭49年|月

のうち最も高い支出金額

仁二二二コ 11月

仁--コ12月

田園圃 l月

たニ

九州

沖縄

阿020 40 60 

塩 ざけ

80 100 

暮
か
ら
お
正
月
に
か
け
て
は
ク
リ
ス

マ
ス
・
忘
年
会
・
新
年
会
と
飲
食
す
る
機

会
が
増
え
る
一
方
、
お
正
月
用
品
を
暮
の

う
ち
に
購
入
し
て
新
年
の
用
意
を
す
る
こ

と
か
ら
家
計
費
も
何
か
と
か
き
む
も
の
で

す
。と

こ
ろ
で
、
お
正
月
を
雪
の
中
で
迎
え

る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
暖
い
陽
光
の
も
と
で

迎
え
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た

100 80 

ニんぶ

60 

中国

沖 縄

九州

四国

四国

20 

中国

九州

40 60 80 100 

新
し
い
年
を
祝
う
慣
習
と
し
て
い
ろ
い
ろ

な
行
事
や
食
べ
物
な
ど
に
そ
の
地
方
特
有

の
親
し
み
の
多
い
も
の
が
数
多
く
み
ら
れ

ま
す
。

ま
ず
鮮
魚
に
つ
い
て
み
ま
す
と
、
「
た

い
」
は
、
近
畿
地
方
と
九
州
地
方
な
ど
で

大
変
多
く
買
わ
れ
-
て
お
り
、
近
畿
地
方
で

は
正
月
料
理
と
し
て
特
に
多
く
使
わ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。
中
園
地
方
、
四
国
地
方

で
も
前
記
の
地
方
に
は
及
ば
な
い
に
し
て

も
、
東
海
以
東
の
各
地
方
を
上
回
っ
て
い

ま
す
。

そ
こ
で
お
正
月
の
食
品
が
地
方
に
よ
っ

て
ど
ん
な
特
色
が
あ
る
か
を
家
計
調
査
の

地
方
別
結
果
に
つ
い
て
、
四
十
八
年
十
一

月
分
、
十
二
月
分
、
翌
年
一
月
分
を
対
比

し
な
が
ら
眺
め
て
み
ま
し
た
。100 80 

カ、まほ?ニ

60 

北海道

関東

中 国

四 国

九州

沖縄

し
か
し
「
た
こ
」
に
つ
い
て
み
ま
す
と

北
海
道
を
筆
頭
に
東
北
地
方
、
関
東
地
方

で
多
く
買
わ
れ
て
お
り
、
「
た
い
」
の
場

合
と
は
地
域
的
な
対
照
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
「
ぶ
り
」
は
北
陸
地
方
、
「
ま

ぐ
ろ
」
は
東
海
地
方
で
そ
れ
ぞ
れ
最
も
多

〈
買
わ
れ
て
お
り
、
正
月
料
理
に
使
わ
れ

る
鮮
魚
に
も
地
方
に
よ
っ
て
大
分
相
違
が

み
ら
れ
ま
す
。

すし

40 20 的.)

北海道

東 北

関東

協)0

っ
さ
に
鮮
魚
以
外
の
主
な
も
の
に
つ
い

て
み
ま
す
と
、
「
塩
き
け
L

は
お
正
月
に

は
「
新
巻
」
と
し
て
関
東
以
北
や
北
陸
地

方
で
多
く
購
入
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

「
こ
ん
ぶ
」
は
北
陸
地
方
の
ほ
か
、
近

畿
以
西
の
各
地
方
で
も
多
く
「
鶏
肉
」
、

「
か
ま
ぼ
こ
」
は
東
海
地
方
か
ら
西
の
近

畿
、
中
国
、
四
国
、
九
州
の
各
地
方
が
東

日
本
の
各
地
方
を
い
ず
れ
も
上
回
っ
て
い

ま
す
。「

清
酒
」
は
、
東
北
、
北
陸
の
寒
冷
な

地
方
に
お
い
て
多
く
買
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
ほ
か
中
国
、
四
国
、
九
州
で
も
か
な

り
多
く
購
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
「
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
」
は
、
九
州
、

沖
縄
の
各
地
方
で
多
く
買
わ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。

「
す
し
」
は
、
関
東
・
東
海
地
方
で
多

く
買
わ
れ
て
お
り
近
畿
地
方
も
比
較
的
多

い
方
で
す
。

以
上
い
く
つ
か
の
食
品
に
つ
い
て
み
ま

し
た
が
、
皆
さ
ん
の
御
{
杢
挺
に
お
け
る
お

正
月
料
理
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

20 40 60 80 100 100 80 60 20 日開

20 (%)0 

北海道

富 山 市 の 品 目別価格(I I月)

lOJJから lOFJから

品目 銘 柄 単位 価格 みた上昇 品 目 銘 キ丙 単位 価格 みた上昇

率 (%) 率 (%)

食 パ ン 普通品 1 kg 258 O み そ 並，袋入 (1 kg入) 1袋 237 ム 2.5

旦ラ日1存ー;メ ン 即席中華めん袋入り 100 g 49 0 砂 糖 上白 1 kg 286 10.9 

あ じ まあじ丸(長さ約15cm以 上) 100 g 114 2.7 レモン 1個約110g， ["サンキスト」 1 kg 342 ム11.2

さ lま 丸(長さ約25cm-35cm) 1.00 g 27 ム10.0 パナナ 1 kg 142 ム22.4

」、 力、 するめいか 100 g 75 5.6 ちり紙 白ちり 3号， クレープ付 800枚 174 ム13.6

牛 肉 中 100 g 243 。せ洗んた く用剤 合(2成65洗kg剤入~ )粒状箱入 l箱 678 。
豚 肉 中 100 g 140 ム 2.1 ベ ニ ヤ 板 類フ 1ワ等ン(村普通9合1板'~~~mi ): 1，肋1λ 298 ム 6.9182cm X91cm X 2. 7司令)i1 

ノ、 ム プレスハム，上 100 g 163 l.9 ワイ(泌シ紡ャツ) 紡カブyロターードhiポ0番リ手エ.ス白テ，普ル通混品 1枚 2，100 。
牛 手L 加工乳(200c.c入)月極め 1本 45 o せんたく代 綿配，達，ワ料イ金シ後ャ払ツ(いカ ンター) l枚 100 5.3 

鶏 JJs l 個約60g 1 kg 397 4.7 士丁 t由 白灯油，詰替売り，配達 18 Q 640 。
キャベツ 1 kg 62 ム32.6

フ"ロノ守ン
家庭用， 10kg，容器代除く l本 1，500 。

ガ ス

ほうれん草 1 kg 139 ム30.2 カ自‘ソ動リ 車ン 現レギ金ュ売ラりーガソリ ン 1 Q 109 10.1 

大 根 1 kg 53 ム54.3 理 髪 料 大人調髪(洗髪を含む) 1回 1，475 。
大 .fL 黄白豆 100 g 24 。パーマネ ン

コールド (セ y トを含む) 1回 3，000 。
トイ℃

しょう 油 t(段2口i上入)・「びキんγ詰コーマ ン印」 1本 435 。ノトマンyアキ ンイスグ →ナナイイ ロン100%.プレー ン. l足 200 。
ズ M， 15-20デニール

沖縄

(%)0 20 40 60 80 100 

16 

100 80 60 40 20 的.)
〉主 ・生鮮食料品は上・中・下旬の平均価格，その他の品目は中旬の価格です。ム印は，マイナスを示しています。
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このページはみなさん

のページです。ご意見

ご要望をお寄せくださ

い。あて先は、富山市

新総曲輔1-7富山県県

民課広報係です。

イ
ワ
ナ
の
養
殖
に
成
功

南

端

喜

代

峰

さ

ん

(

必

才

)

利
賀
村
上
百
瀬
七
ハ

ニ
ジ
マ
ス
の
養
殖
は
、
今
や
各
地
で
さ
か
ん
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
こ
の
程
、
む
ず
か
し
い
と
い
わ
れ
て
い
た
寸
イ
ワ
ナ
」
の
養
殖
に
成
功
し

た
人
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
人
は
、
利
賀
村
上
百
瀬
の
南
端
喜
代
峰
さ
ん
と
い
う
、
ス
ラ
リ
と
し
た

長
身
の
優
男
。

「
九
州
で
ヤ
マ
メ
の
養
殖
に
成
功
し
た
と
聞
い
て
ヤ
マ
メ
で
さ
え
成
功
す
る

な
ら
、
イ
ワ
ナ
だ
っ
て
出
来
ん
こ
と
ァ
な
い
と
、
ガ
ム
シ
ャ
ラ
に
取
組
み
ま
し

た
」
と
熱
っ
ぽ
く
語
っ
て
く
れ
た
。

も
と
も
と
南
端
き
ん
は
、
山
菜
加
工
の
ナ
メ
コ
栽
培
の
草
分
け
で
、
昭
和
三

十
八
年
か
ら
手
が
け
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
南
端
さ
ん
が
、
イ
フ
ナ
に
取
り
つ

か
れ
た
の
が
昭
和
四
十
六
年
五
月
、
大
阪
に
住
む
岡
本
き
ん
と
い
う
調
理
士
で
、

渓
流
釣
マ
ニ
ア
が
、
雪
ど
け
の
百
瀬
川
に
現
わ
れ
、
南
端
き
ん
の
経
営
す
る

「
民
宿
古
井
波
」
に
フ
ラ
リ
と
訪
れ
た
日
か
ら
始
ま
る
。

丁
度
、
村
の
祭
礼
の
日
で
、
百
瀬
川
か
ら
釣
っ
て
き
た
イ
ワ
ナ
や
、
自
家
生

産
の
ナ
メ
コ
料
理
等
で
歓
待
、

料
理
に
は
チ
ヨ

ッ
ト
う
る
き
い
岡
本
き
ん
の
こ

と
、
話
が
は
ず
み
、
殊
に
イ
ワ
ナ
の
珍
味
に
花
が
咲
い
た
。
そ
し
て
「
九
州
の

福
岡
で
ヤ
マ
メ
の
養
殖
に
成
功
し
て
い
る
人
が
い
る
が
、
イ
ワ
ナ
も
養
殖
で
き

る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
も
隣
の
平
村
に
十
年
前
に

舟
木
さ
く
と
い
う
人
が
、
イ
ワ
ナ
の
僻
化
に
成
功
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て、

そ
の
キ
ツ
カ
ケ
を
つ
く
る
動
機
と
な
っ
た
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
い
。

き
あ
、
思
い
立
っ
た
ら
ど
う
に
も
止
ま
ら
な
い
南
端
さ
ん
の
こ
と
、
早
速
そ

の
舟
木
さ
ん
を
訪
ね
た
。
「

一
割
位
は
育
つ
見
込
み
が
あ
る
」
と
舟
木
さ
ん
は

い
う
。

一
割
で
は
ど
う
も
採
算
が
と
れ
な
い
。
し
か
し
イ
ワ
ナ
が
頭
か
ら
離
れ

な
い
。
エ
エ

ィ
ま
ま
よ
、
何
は
と
も
あ
れ
親
イ
ワ
ナ
を
獲
ら
な
け
り
ゃ
ど
う
に

も
な
ら
な
い
と
、
イ
ケ
ス
を
作
っ
て
百
瀬
川
の
イ
ワ
ナ
獲
り
に
明
け
暮
れ
た

0

・
獲
り
に
と
っ
た
り
、
一
年
に
延
べ
千
匹
の
イ
ワ
ナ
が
イ
ケ
ス
で
泳
ぐ
こ
と
に
な

、1
った。

-
S
と

S
G
マ
l
ク

最
近
は
家
庭
に
お
い
て
も
い
ろ
ん
な
製
品

が
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
生
活
は
便
利

に
な
り
ま
し
た
が
、
製
品
の
欠
陥
に
よ
る
事

故
や
苦
情
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
と
も
な
い
消
費
者
の
安
全
性
を
求

め
る
声
が
大
き
く
な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、

国
で
は
す
で
に
他
の
法
律
に
よ
っ
て
規
制
さ

れ
て
い
る
製
品
を
除
い
た
製
品
全
般
を
対
象

に
し
た
「
消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
」
が
昭

和
田
八
年
六
月
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
ど
っ
こ
い
、
餌
を
喰
っ
て
く
れ
な
い
。
試
行
錯
誤
し
て
昼
夜
の
苦

労
。
や
っ
と
養
マ
ス
用
の
ペ
ネ
ッ
ト
と
い
う
飼
料
を
喰
っ
て
く
れ
た
。

餌
付
け
に
成
功
し
こ

L

次
は
採
卵
で
あ
る
。
採
卵
時
期
は
、
利
賀
の
里
に

-
固
と
民
間
に
よ
る
安
全
性
の
確
保

消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
で
は
、
因
。か
安

全
性
の
規
制
を
行
な
う
と
同
時
に
民
間
の
自

主
的
な
努
力
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

宇
品
十

'o
〈
園
、
が
行
な
う

安
全
性
の
確
保
〉

1

特
定
製
品
の
指
定

消
費
生
活
用
製
品
の
う
ち
構
造
、
材
質
、

使
用
状
況
か
ら
み
て
、
一
般
消
費
者
の
生
命

ま
た
は
身
体
に
対
し
て
特
に
危
害
を
お
よ
ぽ

す
お
そ
れ
が
多
い
と
認
め
ら
れ
る
製
品
を
特

定
製
品
と
し
て
指
定
し
、
国
が
定
め
た
安
全

基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
す
。

2

S
マ
l
ク
の
表
示
と
販
売
の
制
限

国
の
基
準
に
合
格
し
た
製
品
に
は
S
マ
ー

ク

(
∞
〉
勺
円
叶
〈
の
略
)
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

S
マ
ー
ク
の
つ
い
て
い
な
い
も
の
は
販
売
で

き
ま
せ
ん
。

3
危
険
防
止
命
令

消
費
者
の
生
命
ま
た
は
身
体
に
危
害
を
及

ほ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
特
定
製

品
が
販
売
さ
れ
た
よ
、つ
な
場
合
に
は
、

製
、止と

1旦

業
者
等
に
対
し
て
そ
の
製
品
を
回
収
す
る
こ

と
な
ど
を
命
ず
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

4

緊
急
命
令

特
定
製
品
以
外
の
製
品
の
欠
陥
に
よ
り
、

一
般
消
費
者
の
生
命
ま
た
は
身
体
に
つ
い
て
、

雪
が
降
り
る
十
一
月
。
冷
た
い
空
に
手
を
か
じ
か
せ
る
奥
き
ん
も
、
夫
の
真
剣

な
姿
に
深
い
感
動
を
覚
え
て
、
一
生
懸
命
の
内
助
。
や
っ
と
の
思
い
で
二
万
粒

の
卵
を
採
り
、
一
万
粒
の
僻
化
に
成
功
し
た
。
そ
の
喜
び
は
、
夫
婦
は
手
を
と

り
あ
っ
て
飛
び
上
が
っ
た
程
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
喜
び
も
束
の
間
、
こ
の
稚
魚
は
病
気
に
か
か
っ
て
パ
タ
パ

タ
と
死
に
、
一
週
間
位
で
二

O
O
匹
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
失
望
吋
「
断
念
か
」

南
端
さ
ん
は
苦
し
ん
だ
。

し
か
し
生
来
努
力
家
の
南
端
き
ん
。
た
と
え
二

O
O匹
で
も
生
き
て
い
る
の

だ
。
成
功
し
た
の
だ
。
俺
の
手
で
産
ま
せ
た
こ
の
イ
ワ
ナ
を
、
立
派
な
親
に
し

て
卵
を
産
ま
せ
る
ま
で
は
と
ガ
ン
バ

ツ
た
。

つ
い
に
四
十
七
年
の
暮
に
は
五
万
粒
を
採
卵
、
こ
の
内
四
万
粒
が
稚
魚
に
変

った。

研
究
の
結
果
病
気
に
も
な
ら
ず
、
す
く
す
く
と
育
っ
た
。

と
こ
ろ
が
A
晶
尻
は
水
の
取
り
入
れ
に
失
敗
。
と
い
う
の
は
、
ビ
ニ
ー
ル
パ
イ

プ
で
イ
ケ
ス
か
ら
一
五
O
O
幻
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
山
水
を
引
い
て
い
た
の
だ

が
、
丁
度
そ
の
あ
た
り
に
工
事
が
あ
り
、
パ
イ
プ
に
傷
が
つ
き
穴
が
あ
い
た
こ

と
を
知
ら
な
か

っ
た
。
穴
が
あ
い
た
パ
イ
プ
に
は
当
然
空
気
が
入
る
。
こ
の
空

気
が
イ
ケ
ス
に
入
り
、
殆
ん
ど
全
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
泣
く
に
も
泣
け
ず
南
端

き
ん
は
途
方
に
く
れ
た
。

そ
れ
で
も
あ
き
ら
め
ず
、
も
う
一
度
や
り
直
し
。
四
十
八
年
に
や
っ
と
成
功
。

い
ま
イ
ケ
ス
に
は
一
年
魚
、
二
年
魚
、
三
年
魚
そ
し
て
そ
の
親
た
ち
が
、
元
気

よ
く
、
真
黒
に
な
っ
て
泳
い
で
い
る
。

し
か
し
、
い
ま
ま
た
少
し
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
大
切
に
育
て

て
き
た
親
イ
ワ
ナ
の
い
く
つ
か
に
俗
称
「
ワ
タ
カ
ブ
」
と
い
う
水
棲
菌
が
つ
い

た
の
だ
。
い
ま
こ
れ
を
除
く
薬
の
研
究
が
、
目
下
の
難
問
題
で
あ
る
と
い
う
。

「
イ
ワ
ナ
は
二
年
魚
で
出
荷
、
三
年
魚
で
採
卵
す
る
。
採
卵
時
に
キ
レ
イ
に

卵
さ
え
出
し
て
や
れ
ば
生
き
つ
づ
け
、
次
の
年
に
ま
た
卵
を
産
む
。
何
と
し
て

も
む
ず
か
し
い
の
は
、
採
卵
の
適
期
を
見
つ
け
る
こ
と
だ
L

と
語
っ
て
く
れ
た
。

「
イ
ワ
ナ
の
養
殖
L

。
こ
の
輝
か
し
い
一
頁
は
、
富
山
の
新
し
い
歴
史
で
あ
り
、

そ
の
業
績
は
後
世
長
く
高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
そ
れ
よ
り

も
、
今
の
こ
の
南
端
さ
ん
一
家
に
、
こ
の
イ
ワ
ナ
が
世
の
珍
味
と
な
り
、
利
賀

の
名
産
と
し
て
、
奥
深
い
山
村
の
豊
か
な
生
活
を
約
束
し
て
く
れ
る
こ
と
の
方

が
、
何
よ
り
も
願
う
こ
と
で
あ
る
。

き
の
う
降
っ
た
初
雪
の
中
で
き
よ
う
も
イ
ワ
ナ
の
イ
ケ
ス
で
働
く
南
端
さ

ん
の
顔
に
は
、、
J
信
と
幸
せ
を
見
た
。

昭
和
四
十
九
年
十
一
月
二
十
日
記

f
¥
 

重
大
な
危
害
が
発
生
し
、
ま
た
は
そ
の
お
そ

れ
が
あ
る
と
き
は
そ
の
製
品
の
製
造
業
者
ま

た
は
輸
入
業
者
に
対
し
て
、
回
収
を
図
る
こ

と
、
そ
の
他
必
要
な
応
急
の
措
置
を
と
る
こ

と
を
命
ず
る
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
。

O
特
定
製
品
に
指
定
さ
れ
て
い
る
製
品

ω圧
力
な
べ
及
び
圧
力
が
ま

ω乗
車
用
ヘ
ル
メ

ッ
ト
(自
動
二
輪
車
用
)

ω野
球
用
ヘ
ル
メ

ッ
ト
(硬
式
野
球
用
)

凶
炭
酸
飲
料
を
充
て
ん
す
る
た
め
の
ガ
ラ
ス

び
ん

以
上
の
製
品
に
つ
い
て
は
、
五
十
年
六
月

以
降
S
マ
ー
ク
の
つ
い
て
い
な
い
も
の
は
売

れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〈
民
聞
が
行
な
う

安
全
性
の
確
保
〉

1

製
品
安
全
協
会
の
設
立

危
険
な
製
品
が
市
場
に
流
通
し
な
い
よ
う

次
の
よ
う
な
仕
事
を
す
る
た
め
製
品
安
全
協

キ
4
?
l
レ

h~
。

会
が
昭
和
四
十
八
年
十
月

一
日
に
設
立
さ
れ

製
品
安
全
協
会
の
仕
事

川
S
G
マ
l
ク
の
表
示

製
品
安
全
協
会
で
は
国
の
特
定
製
品
に
関

す
る
検
査
業
務
を
代
行
す
る
ほ
か
、
自
主
的

な
活
動
と
し
て
特
定
製
品
以
外
の
も
の
に
つ

い
て
、
国
の
安
全
基
準
に
相
当
す
る
認
定
基

準
を
つ
く
り
、
業
者
等
の
申
し
出
に
よ
り
こ

の
基
準
に
合
格
し
た
製
品
に

S
G
マ
l
ク

(
∞
〉
吋
問
、
叶J

へ
の
0
0
ロω
の
略
)
多
長
衣
示
し
て

い
ま
す
。

間
損
害
に
対
す
る
賠
償

S
G
マ
ー
ク
の
つ
い
て
い
る
製
品
の
欠
陥

に
よ
り
、
消
費
者
の
生
命
ま
た
は
身
体
に
損

害
が
生
じ
た
場
合
は
、
被
害
者
一
人
に
つ
き

最
高
一
、

0
0
0万
円
の
損
害
賠
償
を
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ω製
品
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
の
調
査
、

試
験

危
険
な
製
品
が
市
場
に
流
通
し
な
い
よ
う

に
監
視
す
る
た
め
の
試
買
テ
ス
ト
、
消
費
者

の
依
頼
テ
ス
ト
、
そ
の
他
安
全
性
に
関
す
る

調
査
、
指
導
お
よ
び
情
報
の
提
供
な
ど
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

O
S
G
マ
ー
ク
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
製
品

ω乳
母
車
(
A
形
と
B
形
と
が
あ
り
ま
す
)

ωベ
ビ
ー
用
歩
行
器

ω鉄
棒
(
五
十
年
三
月
こ
ろ
か
ら
市
場
に
出
回

る
予
定
)

附
す
べ
り
台
(

ωぶ
ら
ん
こ
(

附
住
宅
用
ス
プ
リ
ン
グ
・
マ

ッ
ト
レ
ス
(

If If 

〈
買
い
も
の
の
目
安
に
〉

S
マ
ー
ク
、

S
G
マ
ー
ク
は
製
品
の
安
全

を
保
証
し
ま
す
。
買
い
も
の
の
目
安
に
し
て

r
e
，‘

、‘
。

/

¥
み
人
五
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し
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-県政のうごき

竹月7日.第2回花と緑の大会

花と緑の銀行は、県内の地方銀行頭取や支庖職員な

ど 250人をあつめて第 2回「花と緑の大会」をひらき 、

功労者やポスター入賞者、花壇コンクール入賞校を表

彰、このあと記念植樹をした。

11月7日 -20日.立山て強化合宿

富山県スキー連盟は、昭和51年 2月のおおやま国体

に備え、積雪 1: ~ の雷鳥沢付近で男女22名が参加して

強化合宿訓練を行なった。

花壇コンクールで入賞の花壇

竹月4日~30日

竹月8日.伏木港大橋の完成

伏木港改良整備事業の一環として昭和48年 1月から

着工していた小矢部川に架設された伏木港大橋は総事

業費 7億8，000万円を投じ完成した。

この完成により、伏木港に出入する貨物の輸送の円

滑化が期待される 。

竹月9日.技能日本一に県から2人

昭和49年度の技能日本一に井波町の木彫士、藤井藤

吾 さん(65)と富山市米国の目立工、市村績さん(43)の

2人が選ばれ労働大臣表彰に決ま った。

竹月刊日e1日不3敗サ策相談所

県内中小企業者の経営安定をはか ろ うと県、商工会

議所連絡会、中小企業団体中央会の主催 で「不況対策

経営相談所」が14日まで、 富山、高岡、砺波、新川の

4カ所で聞かれた。

伏木港大橋の完成で輸送の流れがスムーズに

竹月15日.白岩川ダム完成式

県営白岩川夕、ムは昭和39年から 11年の工場!と 22位

6，660万円の事業代で光成した。

総貯水量は220万立 Ji九、計向洪水量340f
> をこのタ

ムで240f>に調整、洪水を|りiぐほか渇水期には604ヘク

タールのかんがい用水を確保し、立山町には日量2，000

~の上水道を供給する 。

竹月18日.伏木粉しゅんせつ再開

伏木港のヘドロしゅんせつ工事は 2年半ぶりに再開

されることになった。

海洋汚染、水銀禍、しゅんせつ方法やヘドロの捨て

場などをめぐって紛きゅうしていたが県漁連から県に

対して「海を汚染させないJr汚染があ ったとき即時作

業を中止する」の条件が提示され、これを全面的に県

が受け入れたため、決着がついた。

白岩川ダム完成

20 

竹月21日.大牧トンネル起工

Ji:川沿J~ ~: 道路、 156~全線改良の大牧トンネルの工事は

15億円をかけ、昭和52年 3月完成をメドに利賀村新山

地内の説場で起工式が行なわれた。

竹月25日e5億円募金へ

国立高山医科薬科大学協力会の役員会がひらかれ50

年 10月の開学をめざし、 5億円を目標にしている寄付

金募集要綱を承認、さ っそく募金協力を求めることに

なった。

竹月25日.保健休養林ほぼ完成

砺波di頼成山周辺で造成を進めている県民公園保健

休養林が、水道工事などの一部を除きはほ完成。砺波

rnのチューリ ップフェアにあわせ 4月下旬にオープン

することにな った。

美しい環境の保健休養林
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第3日曜は 家庭の日
.今月のテーマ

4・・r4 _司・圏

西砺波郡福光町広瀬小学校 2年 谷村悟

く新しい年を迎え、一年の計画をたてよう>

テレビ「みんなの県政Jあんない

・北日本放送

毎週日曜日、午前9時から30分間

'/J ¥学生や同好会のコーラスを紹介しなガら

県の施策をわかりやすく解説します。

・富山テレビ

包週月曜日から土曜日までの包目、午後5

時45分から 5分間

物価情報、お知らせ、県政一口メモ、歳時

記などの情報番組です。

新聞「みんなの県政J は 4紙に

毎月最終土曜日に北日本、富山¥読売、北陸

中日の各新聞に県政の最近の動きや¥ヨ近な

お知らせを載せています。

ご意見ご希望を県民課へどしどしお寄せくだ

さい。

ft (0764) 31-4111 (内線 468)

県民のみなさんと県政をむすぶために、県民相談室が

あります。気軽にご利用下合い。

富山県県民課 〒930富山市新総血輸1-7ft(0764)31-4111 

高岡地方県民相談室 〒933高岡市亦姐父211 宮 (0766)21-9411

魚津地方県民相談室 〒937魚津市新宿10ー 7 宮 (0765)24-5311

砺波地方県民相談室 〒939-13砺波市幸町l一7ft(07633)3-5151 

県民電話は、みなさんの相談をうけつける電話です 。

24時間働いています。

.みんなの県政 1月号 .No.72 •企画発行富山県県民生活問 l!:t民諜富山市新総曲輪 1 0) 7 ft31-4111〒930
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